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はじめに

会長のことば

日本は国土の約3分の2を森林が占める、世界でも有数の森林国であり、その森林の約4割は人が木を植えて育て

た人工林です。戦後に造林された多くの人工林は高齢化し、木材として本格的な利用期を迎えているものの十分に利

用されていないのが現状です。

森林は成長の過程で、CO₂を吸収し地球温暖化防止に貢献しています。また、適切に整備された森林は、水源のかん

養や土砂災害の防止などの国土保全にも寄与しています。しかし高齢化や整備が行き届かない森林では、CO₂の吸収

量が減り、災害のリスクも高まるなど、森林が持つ多様な効果を十分に発揮することが出来ないため、「伐って、使って、

植えて、育てる」森林資源のサイクルを回すことで重要です。このため「伐って」生産された木材を、建築物等に「使っ

て」需要を拡大することが必要になります。

こうした中、昨今、木造高層ビルの建築に注目が集まっています。 高層建築物については、高い水準の耐震性能や

耐火性能が求められることから、従来、鉄骨造やRC造が主流でした。しかし近年では、木造の技術面・制度面の進展も

あり、高層建築物に木造を取り入れる先導的な事例が増えており、海外でも日本企業が参画する建築の計画がありま

す。 また、SDGsやESGの観点からも環境や人にやさしい材料である木材への注目は高まっており、カーボンニュー

トラルの実現に向けても、建設時のCO2排出削減が求められる中、高層建築物への木造の採用は今後も有力な選択肢

になっていくと考えられます。

この事例集は、国内の地上６階建て以上の高層木造ビル（非木造との混構造を含む）の事例を集めたもので、木造と

したねらいやその効果、技術的な工夫、その他関連する情報について紹介しています。これから高層建築物の建設を予

定している方々に、都市部の建築物における木材利用の魅力や可能性を理解していただき、木造化を検討する際の参

考となれば幸いです。

戦後大規模に植林された人工林の多くが樹齢50年を超え、二酸化炭素の

吸収力のピークを過ぎており、脱炭素社会の実現に向けてはこれらを伐採し、

吸収力の高い若い木に植え替えていかなくてはなりません。伐採と植林によ

る森林のサイクルを回し続けていくためには、木材の需要を拡大する必要が

あります。低層の建築物においては木造が少しずつ普及して来ましたが、さら

に需要を大きくしていくには、木材を大量に用いる中高層の木造ビルの普及

が鍵になります。

ウッド・チェンジ協議会会長 隅 修三

木は燃える、折れる、腐る、水・虫に弱いという固定観念があり、ましてや日本は地震国であり、木造でビルが建つは

ずがないと思われるかもしれませんが、近年は、CLTやLVLといった強度に優れた建築用木材や木質耐火部材に関す

る開発・普及が進み、私が相談役を務める東京海上日動でも、本店ビルの建て替えを木造で進めており、令和10年に

は地上100ｍ、世界最大級の高層木造建築物が東京丸の内に誕生します。

国でも、令和３年10月に「都市（まち）の木造化推進法（通称）」の施行後、木造建築物における規制の見直しを進める

など木材利用を強力に後押ししています。オフィスビルやマンションを木造化する需要が各地域の林業の活性化にも

つながり、地域に若者の仕事をつくり、地方創生につながっていきます。多様な波及効果のある木造ビルの建設が大

きく広がることを期待しています。

最後に、ウッド・チェンジ協議会高層ビルグループにご参加の皆様をはじめ、本事例集の充実に当たり情報提供や

意見交換にご協力いただきました志を共にする皆様に心より感謝申し上げます。
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高層建築物への木材利用の可能性

近年は、強度等に優れた建築用木材であるCLT（直交集成板）やLVL（単板積層材）、木質耐火部材に関する開発・普

及も進み、中高層建築物に木造を採用できる可能性は広がっています。

高層木造建築物の実現に資する技術

CLT（直交集成板） LVL（単板積層材）

木質耐火構造の方式

ＣＬＴ（スギ）

❶ CLTやLVLの普及

CLTは、一定の寸法に加工されたひき板（ラミナ）を繊維方向が直交するように積層接着した木材製品です。CLTを

使用する利点は、コンクリートなどと比べて養生期間が不要であるため工期の短縮が期待できることや、建物重量が

軽くなり基礎工事の簡素化が図られることが挙げられます。また、CLTはコンクリートに比べて断熱性が高く、床や壁

にパネルとして使用すれば、一定の断熱性能を確保することもできます。

我が国においても共同住宅、ホテル、オフィスビル、校舎等がCLTを用いて建築されており、779件の建物でCLTが

採用されています（2021年度末時点）。

LVLは、単板を繊維方向がほぼ平行になるようにして積層接着したもので、長尺の部材を製造することができます。

積層接着

❷ 木質耐火部材の開発

建築基準法に基づき所要の性能を満たす木質耐火部材を用いれば、木造でも大規模な建築物を建設することが可能

です。木質耐火部材には、木材を石膏ボードで被覆したものや、モルタル等の燃え止まり層を備えたもの、鉄骨を木材

で被覆したものなどがあります。
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高層建築物への木材利用の可能性

木造の選択肢

高層建築物に木造を採用した事例としては、すべての構造を木造としている事例だけでなく、鉄骨造や鉄筋コンク

リート造といった非木造との混構造の事例も多数あります。また、混構造の中でも、中層階までがRC造で上層階を木造

とする事例や、耐震壁にCLTやLVLを使用する事例、建物の片側を木造とする事例など、様々なパターンがあります。

木造のメリット

木造を導入することで、以下のようなメリットが生じる可能性があります。

木造の課題としては、耐火要件に対応するためのコストがかかり増しになり、その結果全体の建設コストが上昇する

可能性が挙げられます。一方で、建設予定地の防火規制によって、必要な対策の水準は異なるため、大きなコスト増と

ならない可能性もあります。また、上述のように、木造の導入には様々な選択肢があるため、予算に合わせて最適な方

法を選ぶことで、無理のない木造化が可能になります。

 構造が軽量となることで、基礎工事が簡素化され、工期が短縮できる。

 建築物に関する環境認証等において評価が高まる。（なお、環境認証の取得と賃料の間に正の相関があるとする調

査結果もあります。） 【63ページ参照】

 環境問題等に関心が高いテナントから選ばれる。

 ESG投資の誘引につながる。

 木の温もりが感じられること等について、利用者等からの評価が高まる。

①純木造の
パターン

②建物の片側
が木造のパターン

③上層階のみ
木造のパターン

④耐震壁が
木造のパターン
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＊林野庁「建築物に利用した木材の炭素貯蔵量の表示ガイドライン」

（令和3年10月1日）に準拠して算出（全木材分）

用途：集合住宅

所在地：富山県黒部市三日市4016番地1

階数：地上6～7階

高さ：26.07m

延床面積：8,983㎡

構造：木造+RC造混構造

建築主：YKK不動産株式会社

設計：HK Architekten, Hermann Kaufmann 

+ Partner ZT GmbH、株式会社竹中工務店

施工：株式会社竹中工務店

竣工年：2025年

工期：2023年10月〜2025年3月（約17カ月）

木材利用量：約1,670㎥（構造・仕上・建具）

木材の炭素貯蔵量(CO2換算)：1,165t- CO2 *

（国土交通省令和5年度優良木造建築物等整備推進事業）

30分耐⽕構造の外壁により外装を100％⽊質化

パッシブタウン®第５街区
地域の森林資源からつくる中高層木造耐火集合住宅

高層木造ビルの概要

木造化のねらい・メリット

使用木材の87％は地域の森林資源

本計画は木造耐火の中高層集合住宅で、地域の森林資源を活用した脱炭素の住まいづくりを目指した。設計開始１年

前から地域林業者と連携、木材活用を入念に検討。使用木材の87％、1,450㎥の杉を建設地から85km圏の富山県

内119.4ha 38の地域から調達、17カ所製材所、3カ所加工場でプレファブ化製造し、建設地で組立てた。地域木材利

用の最大化と輸送の最小化、地域経済の循環に取り組んだ。

耐火で外装を100％木質化

木造化部位を増やすことが建設時の脱炭

素化の推進につながるため、建物外装では

日本初の木板張り30分耐火構造（非耐力

壁）の外壁を開発し、大臣認定取得、外装

100％の木質化と木材利用拡大を実現し

た。外壁は地域の杉のみでつくり、防腐処

理と高耐久保護塗料を塗布して、いつまで

も美しく永く使えるように工夫した。内装に

おいても、住戸内で天井CLT表し、床や軒

天も板張り仕上とし、共用部でも床、天井な

ど最大限の木質化に取り組んだ。

住戸内部（天井CLT表し・床、軒天板張・木製窓）

南東鳥瞰

高層木造ビルの事例
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高層木造ビルの事例

ビルの特徴や木造化における工夫点
パッシブタウン®第５街区

木造耐火を普及させる新しい建設工法

木造耐火建築物として、住宅棟中央部を

RC造耐震コア、その外周部を木造による

耐火構造とした。

木造耐火構造では、木材や耐火ボードを

使用するため、それらを雨に濡らさない

ように建設することが必須課題である。

そこで木造各部位は全て完全プレファブ

化した上で工場製造し、建設地に運搬し

て組立てる新たな建設工法を開発し、実

現した。

関連する取組、今後の取組等

建設時CO2排出量をｰ48％に削減

森林資源を活用した今回の取り組みで、木材量は、平均的な木造耐火建築の約4～6倍にあたる0.314㎥/㎡ ＊

1,670㎥を使用した。建設時CO2削減率は住宅棟で-48％-2,990トン削減（下図）である。純木造建築のCO2削減率

が一般的に-70％であることを考慮すると概ね最大量に近い削減率を実現できている。

＊優良木造建築物等整備推進事業採択時の木材使用率

【工程】

林業と連携すれば

CO2ネットゼロも夢ではない

伐採地では事業主主体で植林

育林など森林資源の循環活動

を実施している。伐採地の全

て に 植 林 が 進 め ば 、 残 る

52％ 3,240トンの建設時

CO2が約15年程度で吸収さ

れる試算である。林業と連携

すれば建設時CO2ネットゼロ

が夢でないことを確認できた。

2025年2024年2023年2022年

321121110987654321121110987654321121110９８７６５

基本設計
実施設計

施 ⼯

(2021/7〜2023/3)

(2023/4〜2023/8)

(2023/4〜2025/12)
⽊造部材（伐採〜製材〜乾燥〜構造・仕上材）の製作

(2023/10〜2025/3)
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＊林野庁「建築物に利用した木材の炭素貯蔵量の表示ガイドライン」

（令和3年10月1日）に準拠して算出（全木材分）

用途：集合住宅、店舗

所在地：東京都港区芝浦４丁目11‐１６

階数：9階

高さ：38.32ⅿ

延床面積：4,801．66㎡

構造：RC造（一部S造＋木造）

建築主：東急不動産株式会社

設計・施工：前田建設工業・住友林業共同企業体

竣工年：2024年

工期：2023年4月１日～2024年10月31日

木材利用量：598㎥

木材の炭素貯蔵量(CO2換算)：366t‐ CO2 *

断⾯イメージ図

コンフォリア芝浦MOKU

事業主の全社方針「環境先進」を体現した木造＋RC混構造の賃貸レジデンス

高層木造ビルの概要

木造化のねらい・メリット

「コンフォリア芝浦MOKU」は、事業主の東急不動産株

式会社の全社方針「環境先進」を体現しています。木と緑

を取り入れ新しい価値観を生み出すサスティナブルな賃

貸住宅を目指しました。人の目に触れる部分に積極的に

木を使うことで、「環境にやさしい建物」というメッセージ

を直感的に伝えています。

具体的には、外壁の一部仕上げ材やバルコニー軒天井、

ウッドデッキの天井に天然木板を使用し、共用部であるラ

ウンジの天井ルーバーに天然木板を採用するなど、随所

に木質化を図っています。

また9階住戸の一部を木造とし、構造躯体においても木

材利用を推進しました。木柱はボリュームを抑えることが

でき、リビングルームに大開口を設けることが可能となり、

プレミアム感のある住戸が実現しました。

緑化計画については基壇部となる1階と2階の間のトレ

ンチピット部分に外壁面緑化を採用し、地上部と建物に生

き生きとしたボリューム感のある緑を実現しました。

各所にしつらえた「木」と「緑」は、竣工時の新しさのみな

らず、人々が利用する中での変化や経年による風合いの

変化を楽しみながら生活することを期待しています。

高層木造ビルの事例

携わった事業者へのインタビュー

東急不動産で設計に携わられた方へのインタビュー記事はこちらのＱＲコードもしくはＵＲＬからご覧ください。

https://kidetatetemiyou.com/articles/article135/

最上階に⽊造を採⽤ インテリアの⽊質化

ファサードの⽊質化 外構の緑化
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高層木造ビルの事例

ビルの特徴や木造化における工夫点
コンフォリア芝浦MOKU

【工程】

関連する取組、今後の取組等

木をRC構造の中に組み込んだ木造ハイブリッド構造を採用し、木と共生

する暮らしを実現する内外装デザインを含め、東急不動産株式会社の全社

方針として掲げる「環境先進」を体現した物件を今回建築しました。

芝浦は分譲・賃貸ともに東急不動産株式会社の開発実績があるエリアで

す。JR山手線や京浜東北線で都心へのアクセスが良好な立地にあり、コン

フォリアシリーズが目指すアクティブな生活を可能にする利便性の高い立地

と捉えています。総戸数63戸の各住戸は、シングルやDINKsやファミリー

向けにゆとりのある間取りとし、住戸内も積極的に木質化を行いました。

建物1階にドラッグストアも開業し、生活利便性のさらなる向上も期待で

きます。サステナブルな素材である木の使用に加え、緑化、全館空調システ

ムの導入、ZEH-M Oｒｉｅｎｔｅｄ認定・低炭素建築物認定の取得など環境へ

の各種取り組みに共感いただけるような、感度の高い方々に住んでいただ

きたいと考えています。

東急不動産株式会社は、開発実績がある芝浦エリアで引き続きレジデン

ス事業の継続を検討していきます。そして、より広域な品川～豊洲の沿岸部

エリアで積極的に事業を展開していく方針です。

2024年2023年2022年

121110987654321121110987654321121110９８７６５４

基本設計

実施設計
施 ⼯

(2022年4⽉〜2022年7⽉)

(2022年8⽉〜2023年3⽉)

(2023年4⽉〜2024年10⽉)

(2023年4⽉〜2024年10⽉)
⽊造関連⼯事

⽊をふんだんに使⽤した2階共⽤部

⽊と共⽣する暮らしを想起させるエントランス

積極的に⽊質化を⾏った住⼾

コンフォリア芝浦MOKUでは、外部に木を採用する

部位については、日射の影響に配慮し北面壁を木質仕

上げとしたり、雨の跳ね返りが木部に直接当たらないよ

う木仕上げの下端高さを調整するなど、耐久性を考慮し

た設計上の工夫を行いました。

内部空間は、特に2階に共用部を広く確保し、木をふ

んだんに使用した居心地の良い空間としています。イベ

ントの開催などを通じて建物への愛着をもち、長期にわ

たり住み続けていただける住まいを目指しました。

構造は1階立ち上がりの一部をS造、最上階である9

階立ち上がりの一部を木構造とする計画としました。

コンクリート打設前の型枠建て込みと同時に、品質・精

度を確保するための先行建て施工を取り入れるなど、施

工面でも工夫を重ねて工事を進めました。



9

＊林野庁「建築物に利用した木材の炭素貯蔵量の表示ガイドライン」

（令和3年10月1日）に準拠して算出（全木材分）

1 階オフィス

みどりのの庭
木造混構造 ６階建ての集合住宅モデルケース

「みどりのの庭」の概要

木造化のねらい・メリット

高層木造ビルの事例

住⼾

当社の企業内研究機関「筑波研究所」は木の総合的な活用を目指し、「木」や「緑」のもつ機能や特性、それらが心身に

与える効果を研究しています。2025年6月から1年間、東京大学と共同で床の硬さや光、温湿度、香りや社員の心理

的・生理的な状態を測定し、旧社宅と比較して木が心身に与える効果を検証します。非木造建築（RC造・鉄骨造）を木造

に変える効果を定性的・定量的に立証し、快適な空間づくりと木造建築の価値向上につなげます。

半屋外テラス ⽊質化された外装

用途：共同住宅、店舗、事務所

（1階はサテライトオフィス・店舗等、2～6階は住居）

所在地：茨城県つくば市みどりの2丁目31-4

階数：地上6階地下無し

最高高さ：21.55.m

延床面積：2,124.07㎡

構造：鉄筋コンクリート造＋木造 平面混構造

総戸数：46戸

※ シングル1K（約26 ㎡）41戸、ファミリー2DK（約52 ㎡）5戸

建築主：住友林業株式会社

設計・施工：住友林業株式会社

竣工年：2025年

工期：2024年5月～2025年5月（約１２か月）

木材利用量：約322m³

木材の炭素貯蔵量(CO2換算)：267.239t- CO2 *

建築主であり、施工者でもある住友林業株式会社は、集合住宅をはじめ中

大規模建築物の木造化・木質化を推進し環境負荷の低減と持続可能な社会

の実現を積極的に推進しています。

混構造用に開発した構法・部材と当社オリジナルの耐火構造部材を採用し、

技術とノウハウを活かし、設計・施工の合理化で建設コストや工期短縮を実

現しました。本物件を「木造混構造中大規模集合住宅」のモデルケースとし

て普及させ脱炭素社会の実現に貢献します。
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高層木造ビルの事例

ビルの特徴や木造化における工夫点
みどりのの庭

平面混構造（中央がRC造、両端が木造）とし、木造部分を含めた建

物全体の水平力を全て中央のRC造に集中させ地震の揺れなどに強

い構造としています。これにより木造部分にかかる負担を軽減でき、

木造柱や梁のスリム化を実現、コスト削減にもつなげました。

木造はRC造よりも基礎に与える荷重が小さいため建物全体の重

量を軽くでき、基礎も小さくすることが可能となりました。

【工程】

関連する取組、今後の取組等

住友林業グループは森林経営から木材建材の製造・流通、戸建住

宅・中大規模木造建築の請負や不動産開発、木質バイオマス発電ま

で「木」を軸とした事業をグローバルに展開しています。

2030年までの長期ビジョン「Mission TREEING 2030」では

住友林業のバリューチェーン「ウッドサイクル」を回すことで、森林の

CO2吸収量を増やし、木造建築の普及で炭素を長期にわたり固定

し、自社のみならず社会全体の脱炭素に貢献することを目指してい

ます。今後も非住宅建築分野での木造化・木質化を推進し、木の魅力

を最大限に生かした付加価値の高い商品・サービスを提供していき

ます。

2025年2024年2023年

654321121110987654321121110９８７６５

基本設計

実施設計
施 ⼯

(2023年6⽉〜2023年9⽉)

(2023年10⽉〜2023年12⽉)
(2024年5⽉〜2025年5⽉)

(2024年5⽉〜2024年12⽉)
⽊造部材の製作

構造計画モデル

・施工方法 ：RC造の床スラブを木造部まで延長

し木造部分と鉄筋コンクリート造を

同時施工．職人不足にも対応

＜特長①＞構法・部材による施工の合理化

・構造設計 ：水平力をRC造に集中させ、木造柱・梁のスリ

ム化とコストを削減

・合成梁構法：のこぎり状の凹凸をつけた木梁とRC床版

（鉄筋コンクリートを用いた床版）の組み合わ

せで天井高確保・床振動抑制

・耐火部材 ：オリジナル木質耐火部材「木ぐるみCT(2時間

耐火）」を初採用、木の質感と耐火性能を両立

・接合金物 ：木造の小梁とRC造の大梁や柱の接合部に

規格化した金物「混構造用接合金物」を使用し、

設計の効率化とコストを削減

混構造の接合部と開発した接合⾦物合成梁 ⽊梁上部ののこぎり形状部

＜特長②＞CO₂排出量削減への取り組み

・エンボディドカーボン：

・「OneClickLCA」でエンボディドカーボンを見える化

・建物全体で322m³の木材を使用

炭素貯蔵量は267.239t- CO2 

（ CO₂換算／40年生スギ 約878本分）

・オペレーショナルカーボン：

・Nearly ZEH-M取得、省エネ・創エネで75％以上の

CO₂削減

・100％再生アルミサッシ、高効率設備、太陽光発電を導入

・緑化システム・壁面緑化で冷房負荷軽減
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＊林野庁「建築物に利用した木材の炭素貯蔵量の表示ガイドライン」

（令和3年10月1日）に準拠して算出（全木材分）

用途：ホテル

所在地：東京都中央区日本橋兜町12番1号

階数 ：地上12階 地下1階

高さ ：48.79m

延床面積：9,977.66㎡

構造 ：地上 鉄骨造 一部木造、地下 RC造 一部SRC造

建築主：平和不動産株式会社

設計 ：株式会社三菱地所設計

施工 ：株式会社大林組

竣工年：2025年

工期 ：2023年4月～2025年6月

木材利用量：124.79㎥

木材の炭素貯蔵量(CO2換算) ：９２t- CO2*

国土交通省 令和4年度サステナブル建築物等先導事業（木

造先導型）

2025DBJ Green Building認証（5スター）取得

焼杉を採用した外装

キャプション by Hyatt 兜町東京
国内初の木造ハイブリッド構造の外資系ホテル

高層木造ビルの概要

木造化のねらい・メリット

「キャプション by Hyatt 兜町 東京」は、歴史ある金融街に新し

い創造性が芽吹く兜町で、「訪れる街」から「滞在する街」への進化を

促すライフスタイルホテルとして計画されました。サステナブルを“体

感する”施設になることを目指して、中高層都市型ホテルでは希少

な木造ハイブリッド構造に挑戦。木部材の適材適所な使い方と見せ

方を工夫し、南北に客室を集約し中央コアを鉄骨造、外周の柱梁を

木造化しています。通りからは構造材である木の柱・梁の美しい構

造フレームが認識できる外観とし、都市へ木の魅力を発信していま

す。木柱・木梁の前面はクリアガラス、アルミサッシを採用、壁となる

部分は木の色と美しく対比する色味とし、木フレームを際立たるデ

ザインとしています。

木材使用料は、 124.79 ㎥であり、全て国産材を使用しています。

これによって、約92t- CO2が貯蔵されます。

客室でも、国産杉材を使用した配筋付き製材型枠を採用すること

で、工事費縮減・工期短縮を行いながら、室内の木質化を実現しまし

た。低層部外装には焼杉や壁面緑化を採用することで、街並みに彩

りを与えながら、サステナブルを体感できる建物となっています。

高層木造ビルの事例

木柱・木梁に加えて、製材型枠で天井を木質化した客室
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高層木造ビルの事例

ビルの特徴や木造化における工夫点
キャプション by Hyatt 兜町 東京

（上）KITOKI 外観

（下）KABULOCK（カブロック）

@Yikin Hyo

【工程】

関連する取組、今後の取組等

本計画は、事業主である平和不動産が日本橋兜町・茅場町の街づくりにおいて

掲げている「サステナブルな街づくりの実現」に向けた取り組みの一つであり、同

社は当該エリアの開発において、積極的に木造建築物の展開を推進しています。

2022年4月には令和2年度サステナブル建築物等先導事業（木造先導型）に採

択された「KITOKI」が竣工。「KITOKI」は日本初となる鉄骨鉄筋コンクリート造

による 3 層飛ばしのメガストラクチャーの内側に、木造建築を組み合わせた10階

建ての事務所、店舗ビルです。メガストラクチャーが持つダイナミックさと木造の

軽やかさというそれぞれの利点を融合、外観・内装にも木を多用したことでやすら

ぎのある空間を実現し、建物の経済的価値だけでなく、そこで働く人々の快適性

を向上させました。材料調達や建設過程においても、“都市と森がつながる”取り

組みを推進し、持続可能な発展とカーボンニュートラルを意識した建築の普及に貢

献しています。

更に平和不動産は、当該地域を代表する企業である株式会社日本取引所グルー

プが社会貢献活動の一環として推進する「東証上場の森（秋田県由利本荘市矢島

地区）」の木を使用したストリートファニチャー『KABULOCK（カブロック）』を街に

点在させ、景観の形成とともに地域との連携、森の循環と地方との協働PRを行っ

ています。

中高層ホテルでは希少な木造ハイブリッド構造の課題を解決す

べく、木構造の採用部位や木の見せ方を検討しました。南北に客室

をまとめ、中央コア部を鉄骨造としながら、客室階外周部の柱梁を

木造化し、「木柱の経年クリープによる鉄骨フレームとの沈下差」、

「耐火被覆により構造部材としての木が隠れてしまう」といった課

題にも対応した新しい木造ハイブリッド構造架構を実現しました。

可能な限り本来の木を生かす構造デザインを検討すると同時に、

ホテル建築のように耐火や遮音性能が必要な小割空間で構成され

る建築で採用する手法についても一つの可能性を示しています。

階数による必要耐火時間や負担する荷重に応じて現しの木間柱と

木質耐火部材と使い分けることで柱見付幅を統一し、美しい木構

造フレームで都市へ木の魅力を発信しています。



用途：事務所

所在地：東京都港区西新橋1丁目16-5

階数：地上10階

高さ：46.06m

延床面積：2,627.52㎡

構造：S造＋木造

建築主：中央日本土地建物株式会社

設計・施工：株式会社竹中工務店

デザイン監修：株式会社川島範久建築設計事務所

竣工年：2026年

工期：2024年7月～2026年2月

木材利用量：118㎥

木材の炭素貯蔵量(CO2換算)：79t- CO2 *

東京都中・大規模建築物の木造木質化支援事業費補助金

東京都木の街並み創出事業

13

＊林野庁「建築物に利用した木材の炭素貯蔵量の表示ガイドライン」

（令和3年10月1日）に準拠して算出（全木材分）

1階 共⽤ラウンジ

REVZO新橋
木造テナントオフィスビルの標準形

高層木造ビルの概要

木造化のねらい・メリット

中央日本土地建物株式会社が展開する中規模オフィスビル「REVZO」シ

リーズの5棟目となる物件であり、同社初の木造・木質化オフィスである。

REVZOでは、ワーカーが自分らしくいきいきと、また心身共に健やかに快

適に働けるオフィス環境を目指しており、開閉可能な窓や緑豊かな植栽、多

様な働き方を可能にする共用ラウンジなどが特色である。

REVZO新橋では、木造・木質化により、木の柔らかさ、温かみが感じられ、

REVZOで提供してきた付加価値を深化させ、ワークプレイスの更なる快適

性向上を図っている。

1階の共用ラウンジは、DLT（木部材に穴を空けダボを差し込むことによ

りつなぎ合わせる構法。接着剤を使用しないため、再利用可能な部材とな

る）を採用したヴォールト状の“見上げたくなる天井”が象徴的な空間となっ

ている。

2-10階の貸室は、一部の柱が木造であり、仕上も木材現しとなっている。

一般的に柱は賃貸オフィスにおいて内装の障害とされやすいが、木の質感

が感じられる“触りたくなる柱”として魅力の１つとなった。

REVZOの特色である植栽のあるバルコニーは、軒天を木質化すること

で、外観を柔らかな印象にし、経年による木の緩やかな変化を楽しむことが

できる。

木材は森林の持続可能性に配慮された国産木材を積極的に使用し、森林

資源循環に貢献。貯蔵されるCO2は約79t-CO2と想定。

高層木造ビルの事例

基準階 バルコニー

屋上テラス
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高層木造ビルの事例

ビルの特徴や木造化における工夫点
REVZO新橋

【工程】

関連する取組、今後の取組等

中央日本土地建物株式会社は神奈川県平塚市と山梨県南都留

郡山中湖村に森林を所有しており、REVZO新橋では山中湖村の

間伐材を構造柱やアート・家具の一部に使用している。適切な間伐

は森林下部へ太陽光を届けることができ、幼木の生育を促すとと

もに生物多様性を育む。また平塚保有林において、鉄道会社が電

線保全のため伐採したスギやヒノキを、REVZO新橋の内装材に

有効活用した。

2023年には、今後のオフィスの在り方をソフト・ハード面から研

究する為のR&D拠点「NAKANIWA」を開設した。

仕上材や家具には山中湖保有林の間伐材を、BGMには平塚保有

林で収音した鳥のさえずりや葉擦れなどの環境音をそれぞれ活用

し、自然要素を取り入れたバイオフィリックデザインを採用してい

る。

NAKANIWAは自社保有林を活用した空間設計を通じて、持続可

能性への貢献やワーカーのエンゲージメント向上を図るともに、そ

こから生まれるコミュニケーションや創造性などによりパフォーマ

ンスを最大化する空間・機能・サービスを研究・開発・検証している。

2026年2025年2024年2023年2022年

321121110987654321121110987654321121110987654321121110９８７６５

基本設計 実施設計 施 ⼯
(2022年10⽉〜2023年5⽉) (2023年6⽉〜2024年3⽉) (2024年7⽉〜2026年2⽉)

(2023年12⽉〜2025年1⽉)
⽊造部材の製作

【KiPLUS DECK】

CLTとデッキ合成スラブを組み合わせた工法「KiPLUS DECK」を

採用。CLT面に60mmのスリットを設け、一部デッキスラブ現しとす

ることで、CLT面を傷つけない間仕切り対応や、デッキ山形部分を配

線ルートとして活用した設備機器の設置が可能。

【逆梁床吹き空調】

逆梁架構の床下空間を活用した床吹き空調を採用している。天井に

空調機器が現しとならないスッキリした木質天井を実現している。

【建築主保有林活用】

建築主保有林のカラマツを耐火集成材柱の一部に利用している。

⼭中湖村の保有林

NAKANIWA
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＊林野庁「建築物に利用した木材の炭素貯蔵量の表示ガイドライン」

（令和3年10月1日）に準拠して算出（全木材分）

用途：オフィスビル

所在地：大阪府大阪市北区茶屋町 16 番 1 号

階数：地上8階 塔屋1階

高さ：36.28m

延床面積：2187.33㎡

構造：S造＋木造

建築主：野村不動産株式会社

設計・施工：東急建設株式会社

竣工年：2023年

工期：2021年12月～2023年2月

木材利用量：約31㎥

木材の炭素貯蔵量(CO2換算)：約2２t-CO₂ *

⽊造のエントランスホール

H¹O梅⽥茶屋町
鉄骨造に入れ子型に木造躯体を組み込んだサービス付小規模オフィス

高層木造ビルの概要

木造化のねらい・メリット

建築主の野村不動産は木材の使用が施設の付加価値に寄与することや

環境配慮の取組として効果的であることを踏まえ、早くから木材利用に取

り組んできた。本施設よりも以前のプロジェクトでは木質化が多い中で、本

施設では木造化に取り組み一歩踏み込んだ木材利用提案を行った。特にエ

ントランス、ラウンジといった利用者の多くが使う場所を木造とし、同等規

模のオフィスでも採用できる汎用性のある木造構成をねらいとして、鉄骨

造の内部に入子型に木造を設ける計画とした。

木造化した部分は1階のエントランスの柱梁、直上の2階ラウンジの柱で、

ラウンジには上記に加えて木質化として天井部分に立体的に組まれた木格

子を設けている。木質部分を加えた木材利用量は約31㎥で、木材の炭素貯

蔵量は約22t-CO₂を貯蔵している、また国際的な森林認証制度である

SGECプロジェクト認証の取得をしており、環境配慮に寄与している。また

一部の木材は大阪産材を用いており、地産地消にも貢献している。

入居しているテナントからは木質空間の居心地の良さについて評価を得

ており、特に木の立体的な格子が空間のアクセントとなっているラウンジを

執務等で利用する人が予想以上に多くなっている。

高層木造ビルの事例

⽊造のラウンジ
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高層木造ビルの事例

ビルの特徴や木造化における工夫点
H¹O梅田茶屋町

遠隔操作可能なラジコン式伐倒作業⾞による伐倒作業

本建物は8階建てのオフィスビルで、木造はそのうち1，2階のエ

ントランス、ラウンジ部に採用している。構成としては鉄骨造の中

に入れ子型で木造部分を設け、鉄骨と木はEXPJで縁を切ってい

る。この構成により、木造部は1，2階のみを耐火判定フロアとみな

すことができ、1時間耐火構造の木造とすることが可能となった。

これらの構成は同様のオフィスでも採用可能な汎用性を持ち、大

掛かりなコストをかけずに部分木造で建物の付加価値を上げる手

法として効果的と思われる。

木造部には一部耐震壁を用いて耐震性を確保しており、木の耐

火被覆には東急建設の木質耐火部材モクタスWOODを採用して

いる。

【工程】

関連する取組、今後の取組等

東急建設では、２０２５年度より東京都あきる野市より森林経営計画の認定を受け、林業分野の実証を行っている。

あきる野市で森林の作業道整備・間伐材の伐採および販売までの一連の事業活動を「スマート林業」として進める。

特に遠隔操作技術の活用により林業の就業環境を「重労働中心の現場」から「機械操作・監視中心の現場」へ移行し、

「人ができるだけ危険な場所に立ち入る必要のない安心・安全な林業現場」を実現する。今後も、若年層や女性など多

様な人材が参入しやすい環境づくりに貢献し、林業分野への就業人口増加に寄与する。また将来的には、生産された

木材は、当社の木造・木質建築ブランド「モクタス」へ活用が可能であり、建設事業とのシナジー効果が期待できる。環

境配慮型事業として、森林資源の循環的な利用モデルの構築を目指し、持続的な森林経営につなげる。

2023年2022年2021年

7321121110987654321121110９87654321

基本設計

実施設計
施 ⼯

(2021年2⽉〜2021年5⽉)

(2021年6⽉〜2021年11⽉)
(2021年12⽉〜2023年2⽉)

(2022年2⽉〜2022年7⽉)
⽊造部材の製作

鉄⾻造に⼊⼦型に⽊造を組み込む

EXPJ

⽊造部の耐⽕判定フロアを2層のみ
とし1時間耐⽕の⽊造で計画

遠隔操作で伐倒集材した⽊材の搬出作業
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＊林野庁「建築物に利用した木材の炭素貯蔵量の表示ガイドライン」

（令和3年10月1日）に準拠して算出（全木材分）

用途：オフィスビル

所在地：東京都港区赤坂一丁目130番12（地番）

階数：地上9階・地下1階

高さ：約41m

延床面積：約5600m2

構造：S造＋木造

建築主：野村不動産株式会社

設計・施工：清水建設株式会社

竣工年：2023年

工期：2022年4月～2023年10月（約７カ月）

木材利用量：約470m3

木材の炭素貯蔵量(CO2換算)：約285 t- CO2*

国土交通省令和３年度サステナブル建築物等先導事業

（木造先導型）

「野村不動産溜池山王ビル」内装

野村不動産グループで建築に携わられた方へのインタビュー記事は、P.40又はこちらの二次

元バーコード（URL）からご覧ください。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/attach/pdf/wckyougikai-80.pdf

野村不動産溜池山王ビル

無柱空間を実現した木造ハイブリッド構造オフィスビル

高層木造ビルの概要

木造化のねらい・メリット

建築主の野村不動産株式会社は、サステナビリティに関する重要課題

として商品性を高めるプロセスはもちろん、環境への配慮に関する取組

の検討を進めており、木造・木質化をすることで、環境課題と社会や人

権など社会課題双方に関連する取組を推進し、耐震性・耐火性・施工性

等の工夫により、中高層・中大規模木造建築物を普及していく先導的な

役割を果たすことを目指しています。

約470m3の木材を使用し建設時のCO₂排出量約125 tの削減約

285 t- CO2を貯蔵し地球環境保全にも寄与しています。近年の環境

意識の高まりにより特に環境問題を意識した企業から関心を寄せられ

ています。

入居しているテナントからは木質空間の居心地の良さについて評価を

得ています。

携わった事業者へのインタビュー
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高層木造ビルの事例

ビルの特徴や木造化における工夫点
野村不動産溜池山王ビル

2022年竣工 野村不動産グループ初の

木造ハイブリッド構造オフィス「H1O青山」

鉄骨造と木質構造の特性を生かしたハイブリット架構計画により、

21ｍ×18ｍの解放的な木質無柱オフィスを実現しています。

長期間の美観保持のためファサード正面のガラスの後ろの木は

経年変化の色調を想定して木の色の変化が目立たないように最

初から異なる色をランダムに配置したり、ガラスを外してのメンテ

ナンスを考慮した計画にしたりするなどの維持管理上の工夫もし

ています。

また、清水建設株式会社のハイブリッド技術である「スリム耐火

ウッドⓇ」「ハイウッドビーム」「ハイウッドスラブ」「ハイウッドジョイ

ント」を鉄骨造と組合せ、耐震性・耐火性・施工性を確保しています。

【工程】

2023年2022年2021年

121110987654321121110987654321121110９８７６５

基本設計

実施設計

施 工

(2021年5⽉〜2021年8⽉)

(2021年9⽉〜2022年2⽉)

(2022年4⽉〜2023年10⽉)

(2022年8⽉〜2023年3⽉)
木造部材の製作

関連する取組、今後の取組等

野村不動産株式会社では、このほかにも主要構造部に「木造ハイブ

リッド構造」採用を採用した「H¹O（エイチワンオー）青山」などデベロッ

パーの立場で、構造材として木材と他資材を組み合わせた木造ハイブ

リッド構造のビルを複数開発しています。

東京都奥多摩町で約130haの森林の地上権を取得し、「森を、つな

ぐ」東京プロジェクトとして川上から川下をつなぐ取組をしています。

「つなぐ森」から出材された木材は、今後竣工する「H¹Oシリーズ」や中

規模サイズの賃貸オフィスである「PMOシリーズ」でも利用していく予

定です。
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＊林野庁「建築物に利用した木材の炭素貯蔵量の表示ガイドライン」

（令和3年10月1日）に準拠して算出（全木材分）

用途：集合住宅

所在地：宮城県仙台市泉区高森2‐1‐50

階数：地上１０階

高さ：３３.7m

延床面積：3,605ｍ²

構造：S造＋木造

建築主：三菱地所株式会社

設計・施工：株式会社竹中工務店

竣工年：2019年

工期：2018年3月～2019年2月 （約11カ月）

木材利用量：約232ｍ³ （構造材のみ）

木材の炭素貯蔵量(CO2換算)：141.5 t- CO2 *

国土交通省平成29年度サステナブル建築物等先導事業

（木造先導型）

林野庁平成28年度補正CLT建築物等普及促進事業のうち

協議会が取り組む実証的建築支援事業

リビング壁面を木質化したプレミアム住戸

PARK WOOD 高森

CLTの可能性を追求した高層ハイブリッド木造

高層木造ビルの概要

木造化のねらい・メリット

建築主の三菱地所株式会社は、CLTの事業化に向けた研究開発に取

り組んでおり、CLTの利用を通じて、工事費の低減や工期短縮、将来の

事業機会創出へつなげていくとともに、設計・施工時の実証結果、竣工

後の各種計測結果等の情報を広く公開していくことで、CLTを利用した

建築物の普及を促進していく先導的な役割を果たすことを目指してい

ます。

このマンションの建設においては、工場生産されたCLTと鉄骨を組み

合わせる乾式工法により鉄筋コンクリート造と比較して3ヵ月程度の工

期短縮を実現しました。また、鉄筋コンクリート造と比較して建物の軽量

化が図れ、構造躯体(基礎・杭・建物躯体等)の工事の負荷が軽減されま

した。

建物への木材使用により、 CO2を貯蔵でき、地球環境保全にも寄与し

ています。

一部の部屋はプレミアム住戸として、木造柱のほか天井や壁などの内

装を木質化し、木を見て感じられる仕様にしたところ、人気がありました。

高層木造ビルの事例
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高層木造ビルの事例

ビルの特徴や木造化における工夫点
PARK WOOD 高森

みやこ下地島空港のチェックインロビー（上）、

PARK WOOD Office iwamotocho（右）

床と壁に約2３0m3のCLTを構造材として使

用し、また、国内初の適用となる国土交通大臣認

定を新たに取得したCLT耐火床システム（2時間

耐火仕様）を4～10階の床に採用しています。

CLT床についてはトップコンクリートを流し込

み、2時間耐火仕様の被覆材を施工することで、

十分な遮音性能を確保しました。1～5階部分に

はCLT耐震壁を用い、十分な剛性と耐力を持ち

ながら、建物の軽量化も図っています。

【工程】

関連する取組、今後の取組等

三菱地所では、このほかにもCLTの利用に取

り組んでいます。

みやこ下地島空港ターミナルでは、屋根の構造

材として約1,530m³のCLTを使用しています。

また、PARK WOOD 高森で検証した技術を

活用して、床に計57m³のCLTを使用した8階

建オフィスビル（S造＋木造）を千代田区岩本町

に建設しました。

2019年2018年2017年

321121110987654321121110９８７６５４３２１

基本設計

実施設計

施 工

(2017年2⽉〜2017年6⽉)

(2017年7⽉〜2018年1⽉)

(2018年3⽉〜2019年2⽉)

(2018年1⽉〜2018年8⽉)
木造部材の製作

また、三菱地所は、木を活用する社会の実現に向け、

中間コストを抑制したビジネスモデルを確立するため、

建築用木材の製造から販売までを統合して行う新会社

MEC Industry株式会社を設立しました。

MIデッキ（配筋付製剤型枠）等を供給する新建材事

業や、CLTパネルを使ったプレファブリック事業に取り

組んでいます。
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＊林野庁「建築物に利用した木材の炭素貯蔵量の表示ガイドライン」

（令和3年10月1日）に準拠して算出（全木材分）

用途：店舗、事務所、住宅

所在地：宮城県仙台市宮城野区榴岡

2丁目5番5号

階数：地上7階

高さ：27.4m

延床面積：1,131m2

構造：木造

建築主：髙惣合同会社

設計・施工：株式会社シェルター

竣工年：2021年

工期：2020年5月～2021年2月（約10カ月）

木材利用量：467m3（うち構造材285m3）

木材の炭素貯蔵量(CO2換算)：316 t- CO2  *

地域材を多く用いた構造

髙惣木工ビル

地域材の利用モデルとなる、一般流通材を使った純木造ビル

高層木造ビルの概要

木造化のねらい・メリット

このビルは、建築主の「木材を使って地域貢献したい」という要望を

受けて建てたもので、主要構造部に製材を使用した7階建の木造高層

建築です。

施工した株式会社シェルターは、日本全国どの地域でも地元の木で

高層ビルを建てられる技術やノウハウを蓄積し、汎用性の高い木造ビ

ルのモデルケースとすることを目指して、調達が容易な製材と、オー

プンになっている木質耐火技術を使用して建設しました。また、周辺

の賃料相場を踏まえて、建築主が必要なリターンを得られるような工

事費としています。

使用する木材は、東日本大震災復興の一助として、宮城、岩手、福島

などから調達しており、その量は467m3に上ります。さらに、森林認

証材を使用し、SGEC/PEFCのプロジェクト認証を取得しています。

国内の建築物の多くは5階建以下であるため、このビルのように地

域材を多用した木造化が進むことで、地域の森林資源の循環利用、林

業の振興、環境保全、地域経済の活性化につながり、SDGsの達成に

も寄与します。

高層木造ビルの事例
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321121110987654321121110987654321121110９８７
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高層木造ビルの事例

ビルの特徴や木造化における工夫点
髙惣木工ビル

柱や梁には全国どこでも調達可能な国産針葉樹の製材を利用し

ました。大きな荷重を受け持つ柱については、1辺15cmの角材を

最大9本でスプリットリングとボルトで束ね一体化した「束ね柱（複

合圧縮材）」を採用しています。

また、木質耐火部材とするため、荷重支持部を石膏ボードで囲む

「COOL WOOD（クールウッド）」の技術を採用しています。この技

術は（一社）日本木造耐火建築協会を通してオープン化しており、各

地の工場で製造することができます。

構造部材の接合部については、基礎と柱、柱と柱、柱と梁を緊結

するために、オリジナル金物を用いたKES構法を採用し、強度と施

工性を高めています。

【工程】

関連する取組、今後の取組等

耐火部材とした束ね柱

KES構法

基本設計
(2018年8⽉〜2019年7⽉)

実施設計
(2019年8⽉〜2020年4⽉)

施 工
(2020年5⽉〜2021年2⽉)

木材の調達
(2020年2⽉〜2020年6⽉)

純木造超高層ビルパース

シェルターは、世界で実例のない最高高さ110ｍ、地上24階建て純木造

超高層ビルのシミュレーションを行いました。

本モデルは、東京都内に建設を想定した事務所および集合住宅複合型の

純木造超高層建築で、国産材と木質耐火部材「COOL WOOD」を用いて

います。 同一建物を木造と鉄骨造で建てた場合を想定し、温室効果ガス

（GHG）排出量のシミュレーションを行った結果、木造とすることで、約

8,700tのCO₂排出量削減が可能であることが分かりました。また、建物自

体が約18,600tのCO₂を固定化（炭素貯蔵）しており、これはスギ約

36,880本分の二酸化炭素蓄積量に相当します。

「COOL WOOD」の1時間、2時間耐火仕様の柱においては、2025年に

EPD（環境製品宣言）を取得しました。建築物のCO₂排出量を可視化し、エ

ンボディドカーボン削減に向けた具体的な取り組みを可能とするとともに、

LCAの算定・評価を促進するための重要な指標となります。

これからも「木」による建築の価値と可能性を追求し、持続可能な社会の

創造に貢献してまいります。

木質耐火部材「COOL WOOD」
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＊林野庁「建築物に利用した木材の炭素貯蔵量の表示ガイドライン」

（令和3年10月1日）に準拠して算出（全木材分）

用途：分譲マンション

所在地：東京都千代田区神田駿河台

1丁目7番1号

階数：地上14階

高さ：48.4m

延床面積：2,529m2

構造：RC造＋木造

建築主：野村不動産株式会社

設計・施工：株式会社竹中工務店

竣工年：2021年

工期：2019年10月～2021年3月（約18カ月）

木材利用量：55m3（構造材のみ）

木材の炭素貯蔵量(CO2換算)：51.1 t- CO2 *

エントランスホール

プラウド神田駿河台

木の温もりのある暮らしを演出する高層分譲マンション

高層木造ビルの概要

木造化のねらい・メリット

建築主の野村不動産株式会社は、生物多様性保全と資源の持続可能

な利用の取り組みの一環として、国産木材を積極的に活用しています。

持続可能な開発目標SDGsの達成への貢献が求められている現在、分

譲マンションの開発側としてできることの一つとして「木造ハイブリッド

構造高層分譲マンション」への取り組みを行いました。

この高層マンションでは、柱・壁など構造部に国産木材を使用した木質

系構造部材を使用し、また、内装材にも国産木材を使用しています。国

産材を積極的に利用することで、「健康な森のサイクル」を回すことがで

き、それを通じて、CO2削減や土砂崩れ等の自然災害抑制に貢献できま

す。

また、専有部等への木材の表出により、木の温もりを感じる暮らしを

演出しており、居住者から好評を得ています。

高層分譲集合住宅という新たな領域での木質系構造部材の採用や木

の雰囲気が感じられるデザインが評価され、「2021年度グッドデザイン

賞BEST100」を受賞しました。

高層木造ビルの事例



LVLハイブリッド耐震壁、燃エ

ンウッドは木肌を現して使用、

LVL耐震壁は表面を内装用

LVLシートで仕上げるなど、表

面を耐火被覆材などで覆うこ

となく木目をインテリアとして

視覚化しています。

2021年2020年2019年
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高層木造ビルの事例

ビルの特徴や木造化における工夫点
プラウド神田駿河台

建物を構成する構造部材として木質系構造部材を使用しています。中層階（2～

11階）には、単板積層材(LVL) と鉄筋コンクリート造耐震壁を組み合わせた「LVL

ハイブリッド耐震壁」を、高層階（12～14階）には、CLTを用いた「CLT耐震壁」や

耐火集成材「燃エンウッド®」の柱を使用しています。

【工程】

関連する取組、今後の取組等

野村不動産では、今後、マンションに独立し

た共用棟を設置する場合は、原則木造とする

ほか、独立した共用棟を設置できない場合で

も、共用部の壁、床などの内装や、建具、家具

等に国産木材を使用するなど、国産木材活用

を積極的に推進しています。

基本
設計

(2019年4⽉〜2019年5⽉)

実施設計 (2019年6⽉〜2019年8⽉)

施 工
(2019年10⽉〜2021年3⽉)

木造部材の製作
(2019年9⽉〜2020年6⽉)

LVL耐震壁CLT耐震壁燃エンウッド®

飛鳥山レジデンス 共用棟 プラウド練馬中村橋マークス

共用棟

野村不動産では、このマンションのPR動画を作成しており、その中で、木材利用の意義や、使用されている木質

部材のことがわかりやすく説明されています。
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＊独自の計算により算出（構造材分）

用途：ホテル・店舗

所在地：北海道札幌市中央区大通西

1丁目12番地

階数：地上11階、地下1階

高さ：46.1m

延床面積：6,157m2

構造：RC造＋木造

建築主：三菱地所株式会社

設計者：株式会社三菱地所設計

施工者：清水建設株式会社

竣工年：2021年

工期：2020年3月～2021年8月（約18カ月）

木材利用量：1,200m3（うち構造材1,060m3）

木材の炭素貯蔵量(CO2換算)：610 t- CO2 *

国土交通省令和元年度サステナブル建築物等先導事業（木造

先導型）

木造階の客室

ザロイヤルパークキャンバス札幌大通公園

究極の地産地消を目指した高層ハイブリッド木造ホテル

高層木造ビルの概要

木造化のねらい・メリット

建築主の三菱地所株式会社では、サステナブルな社会の実現に向けて、

「持続可能な木材利用の推進」を目標に掲げて取り組んでいます。

このホテルは、「北海道を体感する」をコンセプトに、建物の内装材や外

装材、構造材に地元北海道産の木材を利用した高層ハイブリッド木造ホ

テルであり、北海道における林業振興や地域活性化、森林資源循環に貢

献します。

木材をふんだんに使った空間を提供することで、ホテル利用者からも

好評を得ています。

高層木造ビルの事例

構造躯体における⽊材使用量は約1,060m3に上り、そのうち8割強が北海道産⽊材です。これによって、約

610 t- CO2のCO2が貯蔵されます。これに加えて、建設に係るCO2の排出も、建物全体をRC造とした場合

と比べ約1,380 t抑制しており、地球温暖化対策に寄与しています。

中層階については、配筋付製材型枠（ＭＩデッキ）を利用することで、ローコストで天井の木質化を実現し、工期

短縮の効果もありました。

外装にも、木製ルーバーなどに北海道産の木材を積極的に活用し、街の人びとと一緒に、経年によるゆるやか

な移ろいを楽しむことができる建築物となっています。



RC＋木造

2021年2020年2019年
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高層木造ビルの事例

ビルの特徴や木造化における工夫点
ザ ロイヤルパーク キャンバス 札幌大通公園

地上1～7階をRC造、8階をRC造と木造のハイブリッド構造、9

～11階を木造とした立面混構造としています。

上層の木造部においては、壁に高耐力枠組壁工法（拡張型

SSW14工法）を採用することで、客室空間に柱型や梁型が出ない

空間を実現しました。

床には北海道産トドマツのCLTを使用しています。CLTは設置す

るだけで構造材としての機能を発揮できるため、RC造等と比べて

工程を短縮できます。

8階は、RC造の柱・梁・壁に、CLTの床を組み合わせたハイブリッ

ド構造としています。

1～7階はRC造ですが、コンクリート打設用に、あらかじめ鉄筋を

配筋した板材（MIデッキ）を型枠として利用しています。

MIデッキはコンクリート打設後の解体が不要なため、施工負担を

軽減し、低コストで天井を木質化することができました。

【工程】

関連する取組、今後の取組等

このプロジェクトでは、トドマツを中心に、積極的に北海道産の木材を

利用しています。

三菱地所では、 「ザ ロイヤルパーク キャンバス 札幌大通公園」で実現

する「サステナブルなまちづくり」をテーマにしたしたCMを作成してい

ますが、その中でも、トドマツ林や木材が印象的なロビーのシーンにより、

地産地消の重要性を訴求しています。

基本設計
(2019年3⽉〜2019年8⽉)

実施設計
(2019年6⽉〜2020年3⽉)

施 工
(2020年3⽉〜2021年8⽉)

木材の調達
(2019年6⽉〜2020年4⽉)

北海道のトドマツ林

MIデッキ

木造

RC造
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＊林野庁「建築物に利用した木材の炭素貯蔵量の表示ガイドライン」

（令和3年10月1日）に準拠して算出（全木材分）。

用途：商業施設

所在地：東京都中央区銀座8丁目9番7号

階数：地上12階、地下1階

高さ：60.5m（工作物含む）

延床面積：2,460m2

構造：S造＋木造

建築主：ヒューリック株式会社

設計・施工：株式会社竹中工務店

デザイン監修：隈研吾建築都市設計事務所

竣工年：2021年

工期：2020年3月～2021年10月（約20カ月）

木材利用量：288m3（構造材のみ）

木材の炭素貯蔵量(CO2換算)：207.3 t- CO2 *

国土交通省令和元年度サステナブル建築物等先導事業（木造

先導型）

東京都にぎわい施設で目立つ多摩産材推進事業

貸室内観

HULIC &New GINZA 8

究極の地産地消を目指した高層ハイブリッド木造ホテル

高層木造ビルの概要

木造化のねらい・メリット

建築主のヒューリック株式会社では、気候変動対策の一つとして、「耐

火木造建築の開発を通じたCO2削減と森林の循環促進」に取り組んで

います。

このビルでは、林業の成長産業化と地方創生にも貢献できるよう、「銀

座の中心に森をつくる」を開発コンセプトとし、福島県産のスギを中心

に国産材を積極的に利用しました。鉄骨やコンクリートも適材適所で使

いながら、構造で木材に置換できる部分の木造化を進めることで、経済

的にも合理性の高い建築を目指しました。

ヒューリックでは、発行5年以内の高層耐火木造ビルの完成を設定に

入れたサステナビリティ・リンク・ボンドを発行しており、その調達資金は

このビルの開発にも充てられました。不動産デベロッパーの新しい取り

組みとして、ESG投資に関心の高い投資家からも高く評価されました。

木材を利用することで、 CO2貯蔵の促進や建設中のCO2排出削減の

効果が期待されます。また、工場で柱梁部材製造時に耐火性能を持たせ

ることで耐火被覆が不要となるため、上部構造の施工が容易となり工

期の短縮につながりました。

高層木造ビルの事例
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高層木造ビルの事例

ビルの特徴や木造化における工夫点
HULIC &New GINZA 8

塔状比6を超える縦長の建物を、耐火木造と鉄骨造を組み合わせた

ハイブリッド構造で実現しています。

12層の木造架構は耐火集成材の柱と梁で構成されており、CLTや集

成材を用いた制振壁や防振柱といった多様な木造木質技術を活用して

います。

屋内の貸室では、木構造体である耐火集成材の柱や梁、CLTの天井

を現しとし、木の温かさを生かした内装としてそのまま使えるようにし

ています。

【工程】

関連する取組、今後の取組等

ヒューリックでは、このビルの建設に当たり、福島復興支援の一環として福島県産材を使用しています。また、森

林サイクルの促進に貢献するため、このビルで使用した木材と同等量の伐採・植林を福島県で行っており、下刈

も５年間実施する予定です。

基本設計
(2018年12⽉〜2019年5⽉)

実施設計

(2019年9⽉〜2020年2⽉)
施 工

(2020年3⽉〜2021年10⽉)

木造部材の製作
(2019年12⽉〜2020年9⽉)

2021年春に新植した杉の幼木

（福島県）

木造化対象部分（架構パース）

防振木柱

CLT合成スラブ

耐火集成材
燃エンウッド梁

耐火集成材
燃エンウッド柱

CLTハイブリッド
制振壁

外装に防腐処理した木材

のルーバーを適用しました。

木造ビルとしての訴求力が

この木ルーバーによって大

きなものとなっています。

このほかにも、ヒューリックでは、脱炭素に向けて、サプライチェーンに対する取組を新たに開始しており、建設に

係る温室効果ガス排出量削減（建設現場における電力の再エネ化、リサイクル建材の使用、木造・木質化の推進等）

を施工会社と協働して検討しています。



用途：研修室、宿泊室

所在地：神奈川県横浜市横浜市中区弁天通

2丁目22番、23番

階数：地上11階

高さ：44.1m

延床面積：3,620m2

構造：地上木造、地下RC造

免震構造(地下1階柱頭免震)

建築主：株式会社大林組

設計・施工：株式会社大林組

竣工年：2022年

工期：2020年3月～2022年3月（約24カ月）

木材利用量：1,990m3（うち構造材1,675m3 ）

木材の炭素貯蔵量(CO2換算)：1,652 t- CO2 *

国土交通省令和元年度サステナブル建築物等先導事業（木造

先導型）

林野庁令和元年度CLTを活用した先駆的な建築物の建築等

支援事業

29

＊林野庁「建築物に利用した木材の炭素貯蔵量の表示ガイドライン」

（令和3年10月1日）に準拠して算出（全木材分）。

会議室

Ｐｏｒｔ Ｐｌｕｓ

日本初の高層純木造耐火建築物 | これからの知を育む次世代型研修施設

高層木造ビルの概要

木造化のねらい・メリット

建築主であり、施工者でもある株式会社大林組が、新たなイノベーションや企業文化を生み出すことをコンセ

プトとして、自社の次世代型研修施設を高層純木造耐火建築物で建設しました。

木質化された空間がもたらすリラクゼーション効果や調湿効果に加え、風、光、香りなど自然を取り込むデザイ

ンや技術が、利用者の健康と快適性を高めます。

高層木造ビルの事例

建設に当たっては、 CO2削減だけでなく炭素貯蔵量の

拡大の観点から純木造とし、構造部材（柱・梁・床・壁）を

すべてを木材とすることで、木材利用量・炭素貯蔵量を

拡大させています。建設時のCO2排出量も、鉄骨造と比

べて約1.700 t- CO2の削減となっており、これは、鉄

骨造の約1/2、RC造の約1/4に相当します。

健康面の効果についても、利用者のバイタルデータ検

証により、貢献度を見える化する予定です。
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高層木造ビルの事例

ビルの特徴や木造化における工夫点
Ｐｏｒｔ Ｐｌｕｓ

この施設では、柱・梁・床・耐力壁・屋根

をすべて木造としています。

建物の幅方向は「剛接合仕口ユニット」

を用いたラーメン構造とし、奥行方向は、

CLT耐震壁と中間梁を設置して剛性お

よび耐力を確保しました。

【工程】

関連する取組、今後の取組等

基本設計

(2019年1⽉〜2019年7⽉)
実施設計

(2019年7⽉〜2020年3⽉)
施 工

(2020年3⽉〜2022年3⽉)

木材の調達

(2020年3⽉〜2021年3⽉)

プロジェクトの特設サイト
大林組では、このプロジェクトの特設サイトを立ち上げ、木造

ビルの意義や高層化のために採用している技術、プロジェクト

の進捗状況や使用木材の産地情報などを発信しています。

また、竣工時の見学会の他、竣工後も多くの方に御覧いただ

き、純木造ビルを体感頂くと共に本プロジェクトの技術等の紹

介に取り組んでいます。

X方向：ラーメン構造（４フレーム）
Y方向：耐震壁付きラーメン構造（２フレーム）

架構形式

【Y方向】
CLT耐震壁と中間
梁を設置して剛性
及び耐力を確保

耐
震
壁
付
き
ラ
ー
メ
ン
構
造

RC造と同様のスパンで純木造の中高層化を実現

するには、梁・柱接合部を高剛性化、高耐力化しなけ

ればならないという課題がありました。この課題を

解決するため、金物を使わずに柱と梁を一体化する

「剛接合仕口ユニット」を開発しました。

接合部にGIR工法やめり込み強度の高い木質仕口

パネル（超厚合板）を貫に適用するなどの技術を組

み合わせることで高剛性、高耐力、高靭性を可能に

しました。また、あらかじめ工場でユニット化するこ

とにより、高い施工性と工期短縮を実現しました。

※既存建物の解体を含む

プロジェクトの特設サイト



用途：事務所、店舗

所在地：東京都渋谷区道玄坂一丁目

20番3号

階数：地上13階

高さ：45m

延床面積：1,408m2

構造：S造＋一部木造

建築主：東急不動産株式会社

設計・施工：前田建設工業株式会社

竣工年：2022年

工期：2021年4月～2022年6月

木材利用量：83m3（構造材のみ）

木材の炭素貯蔵量(CO2換算)：62.2 t- CO2 

国土交通省令和2年度サステナブル建築物等先導事業（木造

先導型）
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オフィス内観

COERU SHIBUYA

建物内外から木の温もりを感じられるオフィスビル

高層木造ビルの概要

木造化のねらい・メリット

高層木造ビルの事例

鉄骨造・木造によるハイブリッド構造の１３階建てのこのオ

フィスビルでは、建物内外から木材の温もりを感じられるよう

に、外部から視認性の高いファサード２面に、ラチス状の木・

鉄骨のハイブリッド耐震システムである「木鋼組子®」を国内で

初めて採用するとともに、上階の梁に木質ハイブリッド集成材

を使用しています。

特殊な木質材料は使わず、一般的な木質材料による木製ブ

レースで高い靭性を確保しており、実用性を向上させています。

建築主の東急不動産株式会社では、緑の力を活用する新しい働き

方「Green Work Style」を提唱し、共用部に緑を多く取り入れたオ

フィスビルを提供するなど、様々な取り組みを推進しています。

このテナントオフィスビルにおいても、木や緑を積極的に取り込

み、オフィスワーカーの心身の健康増進や生産性向上に寄与する次

世代型オフィスのプロトタイプを目指しており、ＳＤＧｓの達成に

も貢献します。

オフィス空間構成

前田建設工業株式会社で建築に携わられた方へのインタビュー記事は、P.47又はこちらの二

次元バーコード（URL）からご覧ください。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/attach/pdf/wckyougikai-112.pdf

携わった事業者へのインタビュー
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高層木造ビルの事例

ビルの特徴や木造化における工夫点
COERU SHIBUYA

「木鋼組子®」は、木と鉄骨のハイブリッド耐震ブレース

です。圧縮力に強い“木”と引張力に強い“鉄骨”を組み合

わせることで靭性の高い耐力要素になります。

従来は木を強度型の耐震要素や座屈補強として使用す

る例が多く、中高層建築物に求められる靭性の高い耐震

要素の事例は多くはありませんでした。

【工程】

関連する取組、今後の取組等

基本設計
(2019年6⽉〜2020年2⽉)

実施設計
(2020年9⽉〜2021年2⽉)

施 工
(2019年9⽉〜2020年12⽉)

木造部材
の製作

(2021年7⽉〜2021年10⽉)

構造評定

(2021年4⽉〜2022年6⽉)

木鋼組子の木部分は、

めり込み降伏させること

で靭性を高めており、ブ

レースをラチス状に組む

ことで高耐力を発揮する

ことが可能で、中高層建

築物に適した耐震要素だ

といえます。
木鋼組子®の仕組み

建物の構成

本システムは、1フレーム内１部材で使用すれば単材ブレースと

なり、部材を増やして使用すればラチス状になるため、耐震要素

の剛性と耐力の調整が可能で、幅広い建物に応用可能です。ま

た、壁形状では無いので、意匠的に様々な配置が可能です。

材料は一般流通材を使用することが可能で、耐震要素であるこ

とから使用材料の制限も少なく、オープンな材料を選択すること

が可能です。本システムは構造種別によらず、例えば既存ＲＣ等

にも適用可能です。

今まで木ブレースは接合部や母材の脆性的な破壊で耐力が決

まる設計が多かったですが、接合部のめり込みという靭性の高

い設計例を示すことで、今後の高層、大規模化の普及につながる

と考えます。



建築主の株式会社髙木ビルは「不動産に新たな価値を」追求し、サステナブルな建材として注目されて

いる木材を活用したビルを建てることで、歴史ある銀座の街に多様性を創出し、日本の中小ビルの「持続

可能な新しい価値」を創ることを目指しています。

このビルは銀座の外堀通りに面する１２階建ての複合商業ビルであり、低層は物販、中層はオフィス、

高層は飲食店として設計しています。建築面積が小さく高さのあるビルが立ち並ぶ銀座のような高密度の

都市でも、貸床面積を圧迫せず木の温もりを感じられる建築になるよう、１時間耐火でつくることができ

る頂部４層（９～１２階）を木造（一部Ｓ造）とし、１～８階をＳ造、地下をＳＲＣ造としました。

用途：物販店舗、事務所、飲食店舗

所在地：東京都中央区銀座7丁目3-6

階数：地上12階、地下1階

高さ：55.7m

延床面積：1,347m2

構造：S造一部木造、RC造、SRC造

建築主：株式会社髙木ビル

設計：山路哲生建築設計事務所

施工：坪井工業株式会社

木構造体供給・建て方：株式会社シェルター

竣工年：2023年

工期：２021年7月～2023年5月（約23カ月）

木材利用量：81.5m3

木材の炭素貯蔵量(CO2換算)：65.5 t- CO2 *

33

施工中の内観

銀座髙木ビル

高層階を木造化したハイブリッド12階建ビル

高層木造ビルの概要

木造化のねらい・メリット

高層木造ビルの事例

木造部にはバルコニーやルーフトップがあり、

食事をしながら銀座の街の雰囲気を感じられる

開放的な空間です。都心のビルでは体感が難しい

木の温かみを感じられる、人が行き交い、集う、

新しい活気ある居場所ができました。

*林野庁「建築物に利用した木材の炭素貯蔵量の表示ガイド
ライン」（令和3年10月1日）に準拠して算出（全木材分）
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高層木造ビルの事例

ビルの特徴や木造化における工夫点
銀座髙木ビル

しなりの大きい靭性型の木構造を全層で採用すると躯体の占める面積が大きくなり、さらに2時間耐火性能を

持たせると建築面積の小さなビルでは貸床面積を圧迫してしまうため、木造部は1時間耐火でつくることのでき

る頂部4層とし、効率的な構造としています。

木造部には表面材にも木材が使用されている木質耐火部材「COOL WOOD（クールウッド）」を柱と梁に採用し、

木の温もりある内観に仕上げています。

外壁にも多摩産のスギ材を使用し、S造のビルに木箱が乗ったような特徴的なデザインとなっています。ビル上

部の木造化は、都市空間において木質構造を積極的に実現することのできるモデルケースです。

【工程】

関連する取組、今後の取組等

基本設計 (2019年9⽉〜2019年12⽉)

実施設計
(2020年1⽉〜2020年12⽉)

施 工

木造部材
の製作

(2022年6⽉〜2022年12⽉)

(2021年7⽉〜2023年5⽉)

・このビルに採用された木質耐火部材「COOL WOOD」を使用し、豊

洲で大型複合施設「千客万来施設」（万葉倶楽部株式会社）が2024年

２月にオープンしました。（右図）。また、８階建てビルのプロジェクトが

大阪で進行するなど、各地で木造ビルの計画が進められています。

・「COOL WOOD」を含む、高層木造ビルの設計・施工に必要な木造

耐火技術について（一社）日本木造耐火建築協会が取りまとめた『木

質耐火部材を用いた木造耐火建築物設計マニュアル2022』が発刊さ

れ、2023年4月よりオンライン講習会が開催されています。

（ （一社）日本木造耐火建築協会 https://mokutaiken.or.jp/ ）

木質耐火部材「COOL WOOD®」
（1時間耐火仕様・柱）

9～12階：木造（一部S造）
（1時間耐火）

≪外壁：多摩産材≫

1～8階：S造

地下1階：SRC造



建築主の岩谷産業株式会社は、水素事業のリーディングカンパニーとして様々な取り組みを行っています。

この研修所は、次世代に向けた多様な人材を育成するための施設にすると共に、水素の利活用を通じ、脱炭素

社会の実現に向けた発信拠点としても位置づけられています。

用途：研修所

所在地：兵庫県神戸市中央区港島南町

7丁目2番1、4丁目3番1

階数：地上8階(PH1F)

高さ：30.7m

構造：S造＋木造

建築主：岩谷産業株式会社

設計・施工：株式会社大林組

竣工年：2024年

工期：2023年2月～2024年10月（約20カ月）

木材利用量：366.9m3（うち構造材293m3）

木材の炭素貯蔵量(CO2換算)：278.5 t- CO2 *

国土交通省

令和4年度優良木造建築物等整備推進事業
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岩谷産業研修施設
脱炭素社会の発信拠点を象徴するハイブリッド木造研修所

岩谷産業研修施設の概要

木造化のねらい・メリット

高層木造ビルの事例

脱炭素社会の発信拠点として相応しい設えとして、木+鉄骨

のハイブリッド構造を採用しています。ロングスパンが必要な

低層部の研修エリアは鉄骨造とし、ロングスパンが不要で、１

時間耐火となる高層部の宿泊エリア外周部を木造とし、合理

性の高い「魅せる」木造+鉄骨造の建築を目指しました。

また、外壁の一部を木質化することで、木造建築としての視

認性を高め、環境配慮型施設を社外に発信することを意図し

ました。内部空間に木質空間をちりばめることで、木質空間が

体感できると共に、リラクゼーション効果を高め、研修後の身

心のコンディション調整に寄与することを意図しました。

*林野庁「建築物に利用した木材の炭素貯蔵量の表示ガイド
ライン」（令和3年10月1日）に準拠して算出（全木材分）

エントランスイメージ

Ⓒヴィブラフォト 浅田美浩

Ⓒヴィブラフォト 浅田美浩

Ⓒヴィブラフォト 浅田美浩



三井不動産グループでは、北海道に森林を保有していることから、この保有林の木材をはじめ、国産材を積

極的に使用していくことで、建築資材の自給自足および森林資源と地域経済の持続可能な好循環の実現を目

指しています。また、建築時のCO2排出量削減にも取り組むなど、2050年の脱炭素社会の実現に向けた行動

を推進しています。

用途：事務所、研究所、店舗

所在地：東京都中央区日本橋本町一丁目3番地

階数：地上18階、地下１階

高さ：約84m

延床面積：28,000m2

構造：木造、鉄骨造

建築主：三井不動産株式会社

設計・施工：株式会社竹中工務店

竣工年：202７年（予定）

木材利用量：1,100m3超（見込み）

国土交通省

令和５年度優良木造建築物等整備推進事業
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日本橋本町三井ビルディング＆ｆｏｒｅｓｔ

森林資源と地域経済の好循環に貢献するオフィスビル

高層木造ビルの概要

木造化のねらい・メリット

高層木造ビルの事例

この木造ハイブリッド建築では、グループ保有林の木材を含め

1,100m3超の木材を使用する見込みであり、同規模の一般的な

鉄骨造オフィスビルと比較して、建築時のCO2排出を約30％削

減する効果を想定しています。主要な構造部材には、竹中工務店

が商標登録している「燃エンウッド」など、最先端の耐火・木造技術

を導入する予定です。

脱炭素化への貢献以外にも、都心で働く人々や来館者、地域住

民に対し木造ならではのぬくもりとやすらぎを与え、日本におけ

る都心での街づくりへの新たな価値創造や景観を生み出す魅力

あふれる場となることが期待されます。

高層木造ビル計画について
紹介した新聞広告



東京海上ホールディングスおよび東京海上日動火災は、東京・丸の内の東京海上日動ビル本館・新館を「高さ

100mの木造超高層ビル」に建て替え・再開発を行う計画を発表しています。

用途：事務所、駐車場等

所在地：東京都千代田区丸の内1丁目6番1

階数：地上20階、地下３階、塔屋２階

高さ：約100m

延床面積：約130,000m2

構造：S造・木造・SRC造

建築主：東京海上日動火災保険株式会社

設計：Renzo Piano Building Workshop、

株式会社三菱地所設計

施工：株式会社竹中工務店・株式会社大林組・

清水建設株式会社・鹿島建設株式会社・

大成建設株式会社・戸田建設株式会社

による共同企業体

竣工年：2028年（予定）

木材利用量：約8,400m3（見込）
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東京海上グループ 新本店ビル

森林資源と地域経済の好循環に貢献するオフィスビル

高層木造ビルの概要

木造化のねらい・メリット

高層木造ビルの事例

新・本店ビルは20階建てで、可能な限り多くの木材を使用する方

針で、柱や床には多くの国産木材が使われます。

日本で100mを超える木造の超高層ビルとして初となり、この建物

が完成すると「木材の使用量が世界最大規模の建築物」になる予定

です。最新の耐火技術を採用し国産木材を大量に用いることにより、

それが我が国の林業の再生や地方における雇用の創出、ひいては地

方創生、地域循環型経済の構築に寄与することが期待されます。

また、国産木材を大量に使用することにより、一般的なビルに比べ

て、建築時のCO2排出量を3割程度削減するこができ、脱炭素社会

の実現に貢献します。超高層ビルが立ち並ぶ丸の内のオフィス街の

中に「木造の超高層ビルが建設」されることはインパクトも大きく、シ

ンボル的な建築物として、木造建築の可能性を示すことが期待され

ます。
新・本店ビル（イメージ）

写真提供：東京海上日動火災保険（株）
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オーストラリアにて木造ハイブリッド構造として世界でも有数の高さを誇る

「アトラシアン・セントラル新築工事」を受注 （株式会社大林組）

株式会社大林組は、オーストラリアのBuilt Pty Ltd（本社：シドニー）と

の共同企業体にて、木造ハイブリッド構造として高さ182m（地上39階建

て）の「アトラシアン・セントラル新築工事」を、オーストラリアの大手不動産

会社であるDexusから受注しました。（2028年竣工予定）

本工事は、ニューサウスウェールズ州シドニー市の象徴となるオフィス、宿

泊および店舗エリアを含む複合施設の建築工事で、7階から上階が鉄骨と

CLTを採用した木造ハイブリッド構造となります。

同ビルの設計はLEEDやWELLなどのグリーンビルディング認証で最高

レベルの認証を取得する仕様であり、建設中に排出されるCO2については

通常の50%以下に抑制することを目標とします。

大林組は地上の構造部材を全て木材とした高層純木造耐火建築「Port

Plus®」を建設するなど、建物の木造・木質化に積極的に取り組むことで、

循環型資源である木材利用の拡大、促進による持続可能な社会の実現をめ

ざしています。

米ダラス近郊にマスティンバー建築の木造7階建てオフィス

（住友林業株式会社、飯野海運株式会社、株式会社熊谷組）

住友林業株式会社、飯野海運株式会社、株式会社熊谷組は、テキサス州ダ

ラス北部のフリスコ市に、１階を鉄筋コンクリート造、２～７階を木造とする

ESG配慮型オフィスを開発。利便性に優れた立地に加え、木材の炭素固定

効果などによる環境性能、従業員の健康や働きやすさにも配慮した設計・

デザインが特徴です。（2024年竣工）

CO2排出量を見える化するソフトウェア「One Click LCA※」による試

算では、RC造と比べ建てるときのCO2排出量を約2,600トン削減できる

ほか、建材等に用いる木材が約3,800トンの炭素を固定します。

梁や柱は現しとし、木質感あふれる快適な空間を楽しめます。外部からも

マスティンバーが見え、木質感や環境面での優位性もアピールし、ESGを重

視するテナントに環境的・社会的な付加価値の高いオフィスを提供します。

※ 住友林業が日本単独代理店契約を締結したソフトウェア。建設にかかる原材料調達から加工、輸送、建設、改

修、廃棄時のCO2排出量（建てるときのCO2排出量）を精緻に算定できる。

関連リリース：https://sfc.jp/information/news/2022/2022-08-08.html

海外における「高層木造ビル」の建築事例

日本の企業が参画する木造の高層建築物が、世界各地において建設予定です。
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木造ビルのさらなる発展に向けた計画や構想

ここまで紹介した事例のほかにも、高層木造ビルの建設や木造都市の実現に向けた様々な計画や構想（コンセプトモデ

ル）が公表されています。

ALTA LIGNA TOWER

竹中工務店では、2時間耐火仕様の燃エンウッドによ

り実現可能な高層木造建築モデルAlta Ligna

Tower（高さ約100m）を試設計・制作しました。20

階建ての高層建築で7～20階までに燃エンウッドを

適用しています。当モデルは、低層階は商業施設や会

議施設、高層階はオフィスの複合用途の建物を想定し

ています。

画像提供：住友林業・日建設計

W350計画

住友林業は、創業350周年を迎える2041年に向け

て、街を森にかえる研究・技術開発構想「W350計画」

を発表しています。都市を木造化・木質化することで炭

素を貯蔵しながら、多様な生物の住処となる「環境木

化都市」を目指しています。

研究・技術開発構想の象徴である高さ350mの木造

超高層ビルは木鋼ハイブリッド構造を想定し、その想

定では木材を185,000m3利用し、約14万t- CO2の

炭素を貯蔵できる試算をしています。

LOOP50

大林組は、日本の豊かな森林資源を最大限に有効利用し、持続可能性と魅力ある暮らしを両立する中山間地域

の街として、「LOOP50」を提案しています。

毎年、地域の森の成長に合わせて木を伐採し、伐採した木材を使って高さ120ｍの建物を1区画増築します。同

時に50年使用し役目を終えた1区画を解体します。解体された廃材をエネルギー源とすることで、 1万5千人の

生活が森林から得た資源だけで自立し、循環する街となっています。
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木造ビル建設に携わった事業者へのインタビュー
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木造ビル建設に携わった事業者へのインタビュー
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木材利用促進に関連する仕組みや制度等
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木造ビル建設に携わった事業者へのインタビュー
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木造ビル建設に携わった事業者へのインタビュー
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木造ビル建設に携わった事業者へのインタビュー
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木造ビル建設に携わった事業者へのインタビュー
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木造ビル建設に携わった事業者へのインタビュー
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木造ビル建設に携わった事業者へのインタビュー
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木造ビル建設に携わった事業者へのインタビュー
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木造ビル建設に携わった事業者へのインタビュー
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木造ビル建設に携わった事業者へのインタビュー
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木造ビル建設に携わった事業者へのインタビュー
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木造ビル建設に携わった事業者へのインタビュー
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国内の主な高層木造ビル一覧

都道府県 竣工年 建築物名
高さ
（m）

地上
階数

構造 用途 建築主
木材利用量

(㎥)

炭素貯蔵量

（tｰCO2）

北海道 2021 ザ ロイヤルパーク
キャンバス札幌大通公園

46.1 11
RC造＋木造
立面混構造
上部3層純木造

ホテル、
店舗

三菱地所（株） 1,200 610
（構造材分）

宮城県 2019 PARK WOOD 高森 33.7 10 S造＋木造 集合住宅 三菱地所（株）
約232

（構造材のみ）
141.5

宮城県 2021 髙惣木工ビル 27.4 7 木造
店舗、
事務所、
住宅

髙惣合同会社 467 316.0*

宮城県 2023 ウッドライズ仙台 47.6 10 CFT造、一部S造、RC
造、木造

事務所
合同会社
ウッドライズ
キャピタル

186 164.9*

茨城県 2016 実験棟HRT-Project 17.3 6 木造
実大実験
棟

一般社団法人日本
ツーバイフォー建
築協会

- -

茨城県 2025 みどりのの庭 21.55 6 RC造＋木造
共同住宅、
店舗、
事務所

住友林業（株） 322 267.2

埼玉県 2024 AQ　Group新本社ビル 31 8 木造
事務所、
宿泊体験
棟外

AQ　Group 1,695 1,444

埼玉県 2025 奥村組西川口寮 30.93 8 RC造＋木造 寄宿舎 （株）奥村組 208 170*

千葉県 2023 ブランシエスタ浦安 - 7 RC造＋木造（最上階
の一部）

共同住宅

（株）長谷工コーポ
レーション
（株）長谷工アネシ
ス

- -

東京都 2009 木材会館 35.7 7 SRC造＋木造
事務所、
集会場

東京木材問屋
（協組）

1,000 919

東京都 2017 国分寺フレーバーライフ社本社ビ
ル

24.7 7 S造＋ハイブリッド
事務所、
庁舎

（株）フレーバーラ
イフ社

- -

東京都 2018 東京発条製作所本社ビル 19.5 6 RC造＋S造＋木造
事務所、
共同住宅

（株）アライホール
ディング

- -

東京都 2020
VORT秋葉原Ⅴ
旧：PARK WOOD
     office iwamotocho

約26 8 S造＋木造
（一部床CLT造）

事務所

建築主：
三菱地所（株）
所有者：
（株）ボルテックス

約57
（構造材のみ）

34.5

東京都 2020 フラッツウッズ木場 40.8 12 RC造＋木造 賃貸住宅 （株）竹中工務店 約157.2 100.8

東京都 2021 モクビル 南葛西 - 9 RC造＋木造 共同住宅
スターツCAM
（株）

- -

東京都 2021
中央大学多摩キャンパス
学部共通棟
FOREST GATEWAY CHUO

31.5 6 S造＋木造 文教施設 （学）中央大学 69 -

東京都 2021 プラウド神田駿河台 48.4 14 RC造＋木造
分譲マン
ション

野村不動産（株） 65 61.0*

東京都 2021 HULIC &New GINZA 8 60.5 12 S造＋木造 商業施設 ヒューリック（株）
288

（構造材のみ）
207.3*

東京都 2022 Ｈ1O青山 - 7 S造＋木造 事務所 野村不動産（株） 32 19

画像
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国内の主な高層木造ビル（地上６階以上の建築物）
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林野庁調べ（2026年2月26日時点）

＊炭素貯蔵量については林野庁「建築物に利⽤した⽊材の炭素貯蔵量の 表⽰ガイドライン」（令和3年10⽉1⽇）に準拠して算出

都道府県 竣工年 建築物名
高さ
（m）

地上
階数

構造 用途 建築主
木材利用量

(㎥)

炭素貯蔵量

（tｰCO2）

兵庫県 2024 岩谷産業神戸研修所 30.7 8 S造＋木造 研修所 岩谷産業（株） 366.9 278.5*

高知県 2016 高知県自治会館 31 6 RC造＋木造 事務所
高知県市町村総合
事務組合

- -

高知県 2018 高齢者福祉施設「はるのガーデ
ン」

19.9 6 RC造＋木造
高齢者福
祉施設

社会福祉法人ふる
さと会

319.3 -

高知県 2020 香南市庁舎 34 7 S造（CLT利用） 庁舎 香南市 - -

佐賀県 2018 松尾建設（株）本社ビル 25.4 2〜6 本館：S造＋一部CLT
別館：純木造

事務所 松尾建設（株） 620 444*

画像
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国内の主な高層木造ビル一覧（未竣工）

林野庁調べ（2026年2月26日時点）

＊炭素貯蔵量については林野庁「建築物に利⽤した⽊材の炭素貯蔵量の 表⽰ガイドライン」（令和3年10⽉1⽇）に準拠して算出

都道府県
竣工

予定年
建築物名

高さ
（m）

地上
階数

構造 用途 建築主
木材利用量

(㎥)

炭素貯蔵量

（tｰCO2）

宮城県 2028 東北支店ビル - 9 一部S造＋木造 事務所 鹿島建設（株）
約1,810
（予定）

-

東京都 2027 日本橋本町三井ビルディング＆
forest

約84 18 S造＋木造 事務所 三井不動産（株）
1,100超
（⾒込み）

約800
（⾒込み）

東京都 2026 KiGi AKIHABARA - 9 S造＋木造 事務所 （株）サンケイビル - -

東京都 2026 (仮称)渋谷マルイ建替計画 - 9 S造＋木造
店舗、
飲食店

（株）丸井グループ - -

東京都 2026 久田ビル 23 6 RC造＋木造
事務所、
店舗

久田ビルディング - -

東京都 2026 （仮称）国分第二本社ビル
新築計画

55.86 14 S造　一部RC、木造
事務所、物
販店舗等

国分グループ本社 - -

東京都 2027 AQフォレスト武蔵関 約21 6 木造 共同住宅 AQ　Group 約300 -

東京都 2028 （仮称）日本橋本町一丁目
5番街区計画

56 11 -
事務所、
店舗

三井不動産（株） - -

東京都 2028 東京海上グループ
新・本店ビル

約100 20 S造＋木造＋SRC造 事務所
東京海上日動
火災保険（株）

約8,400
(⾒込み)

-

東京都 - （仮称）江東区亀戸 2丁目計画 - 11 - - - - -

神奈川県 - （仮称）横浜市中区相生町１丁目
計画

- 8 - 飲食店 - - -

神奈川県 2028 （仮称）市ケ尾マンション
プロジェクト

- 6 木造＋一部S造 共同住宅 大洋建設（株） - -

静岡県 - （仮称）浜松ハイブリッドラボ - 9 -
共同住宅・
事務所

- - -

岡山県 2026 環境配慮型オフィスビル - 10 S造＋木造 事務所 吉備興業株式会社 - -

愛媛県 2026 県庁第二別館 51.5 11 S造（CLT利用） 庁舎 愛媛県 - -

福岡県 2026 （仮称）天神1-7計画 約91 21
S造+SRC造
（外装に多くの木材
（CLT）を利用）

事務所、
ホテル、
店舗、
駐車場

三菱地所（株） 450 259

画像



61

（参考）木材利用促進に関連する仕組みや制度等

近年、ESG（環境、社会、ガバナンス）の要素を重視した投資（ESG投資）等が拡大する中、木材の主要な需要先で

ある建築分野では、木材の利用による、建築時の温室効果ガス（GHG）の排出削減や炭素貯蔵などカーボンニュート

ラルへの貢献、森林資源の循環利用への寄与、空間の快適性向上といった効果に対して期待が高まっています。

こうした状況を踏まえ、林野庁では、ESG投資等において、建築物に木材を利用する建築事業者、不動産事業者及

び建築主が、投資家や金融機関に対して建築物への木材利用の効果を訴求し、それが適切かつ積極的に評価される

よう、国際的なESG関連情報開示の動向も踏まえた評価項目及び評価方法を整理したガイダンスを策定しました

（令和５年３月）。

建築物への木材利用に係る評価ガイダンス

ガイダンスについては、林野庁のホームページをご参照ください。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/mokusan/esg_architecture.html

評価方法
評価項目

(建築事業者等が行う取組)
評価分野

 ライフサイクルアセスメント（LCA）により算定した、建築物に利
用した木材の製品製造に係るGHG排出量を示す。

① 建築物の
エンボディド
カーボンの削減1. カーボン

ニュートラル
への貢献

 林野庁「建築物に利用した木材に係る炭素貯蔵量の表示に関す
るガイドライン」により炭素貯蔵量を示す。

② 建築物への
炭素の貯蔵

 利用する木材について、以下を確認していることを示す。また、
i)についてはその量や割合を示す。
i) ①合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律（ク

リーンウッド法）に基づき合法性が確認でき、かつその木材が
産出された森林の伐採後の更新の担保を確認できるもので
あること、又は②認証材（森林認証制度により評価・認証され
た木材）であることのいずれかであること。

ii) サプライチェーンにおいて「責任あるサプライチェーン等にお
ける人権尊重のためのガイドライン」を踏まえた人権尊重の
取組が実施されていること。

① 持続可能な木材の
調達（デュー・
デリジェンスの実施）

2.持続可能な
資源の利用

 地域産材（又は国産材）の利用の有無、利用量や利用割合を示す。
 地域産材の活用を目的として、地域の林業・木材産業者と建築

物木材利用促進協定等を締結していることを示す。
 産業連関表を用いて、木材利用による地域経済への波及効果を

定量的に示す。

② 森林資源の活用に
よる地域貢献

 サーキュラーエコノミーの観点から、木材は再生可能資源として
評価されるものであることを示す。

 建築物において循環性（サーキュラリティ）を意識した、例えば以
下のような取組を実施していることについて具体的な内容を、
可能な場合は定量的に示す。
i) 木材利用により非生物由来の（再生不可能な）バージン素材

の利用を削減している。
ii) 再利用木材（木質ボード等）を活用している。
iii)解体時の環境負荷を低減する設計を採用している。

③ サーキュラー
エコノミーへの貢献

 建築物の用途等に応じて、訴求度が高い内装木質化の効果を示
す。

内装木質化による心身面、
生産性等の効果

3.快適空間の
実現

＜ガイダンスにおける評価の全体像＞
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木材は、森林が吸収した炭素を貯蔵するとともに、製造時のGHG排出が比較的少ない資材です。国内における木

材の主な用途である建築物等において木材利用を進めることは、「都市等における第２の森林づくり」として、

2050年カーボンニュートラルの実現に貢献することができます。

また、このような建築物への木材利用の効果について、建築事業者等が以下に示した方法で定量的に評価し、表示

することにより、木材利用の更なる促進につながることが期待されます。

建築物への木材利用によるカーボンニュートラルへの貢献の評価

1. 建築物への炭素の貯蔵

林野庁では、「建築物に利用した木材に係る炭素貯蔵量の表示に関するガイドライン」（令和３年10月１日）において、

建築物に利用した木材に係る炭素貯蔵量の標準的な計算方法と表示方法を示しています。

＜木材の炭素貯蔵量（CO2換算量）の計算式＞

Cs = W × D × Cf × 44/12

Cs ：建築物に利用した木材（製材のほか、集成材や合板、木質ボード等の木質資材を含む。）に係る炭素貯蔵量 (t- CO2)

W ：建築物に利用した木材の量（m3)（気乾状態の材の値とする。）

D ：木材の密度（t/ m3)（気乾状態の材積に対する全乾状態の質量の比とする。）

Cf ：木材の炭素含有率（木材の全乾状態の質量における炭素含有率とする。）

また、必要な情報を入力すると自動的に炭素貯蔵量が算出される計算シートも公表しています。計算シートでは、 炭

素貯蔵量をさらに伝わりやすい形で表示するため、一定の仮定のもと、スギ人工林の面積・本数当たりの二酸化炭素

蓄積量や、一世帯・一人当たりの二酸化炭素排出量と比較した値についても自動的に計算することができます。

本事例集で取り上げている高層木造ビルの事例においても、一部の事例について、このガイドラインに基づき計算し

た炭素貯蔵量を表示しています。

ガイドラインについては、林野庁のホームページをご参照ください。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/mokusan/mieruka.html

2. 木材利用による建築物のエンボディドカーボンの削減

建築分野は、世界のGHG排出量の約２割、またエネルギー起源の二酸化炭素排出量の約４割を占めると推計されて

います。建築物のライフサイクル全体を通じたGHG排出（ライフサイクルカーボン）のうち、建築物の運用時に発生する

GHG排出（オペレーショナルカーボン）だけでなく、運用時以外の段階における排出（エンボディドカーボン）も削減し

ていくことが重要となっており、木材など製造時のGHG排出が比較的少ない建築資材を使用することが有効な手段

の一つとなります。

＜木材の製品製造に係るGHG排出量の計算式＞

木材の製品製造に係るGHG排出量 ＝ Σ(木材製品毎の材積 × 木材製品毎の排出原単位※)

（t- CO2 e） （m3） （t- CO2e/m3）

※1m3当たりの製品製造（丸太の生産・搬出から工場への輸送、製造まで）に係る排出量
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建築物を環境性能や社会配慮の面から評価する様々な仕組みがありますが、ここでは、木材利用が評価される（され

うる）制度等と木材利用が評価される（されうる）項目の例を紹介します。こうした評価・認証制度等は、企業の取り組み

を「見える化」するものであり、不動産価値の向上や企業評価の向上、投資の誘引につながる効果が期待できます。

建築物に関する評価の仕組みと木材利用の関係

木材利用促進に関連する仕組みや制度等

【参考】
DBJ Green Building認証と、賃料やCapレートの間には、プラスの相関関係が認められています。
（相関関係であり、因果関係が確認されたものではないことに留意が必要です。）

不動産調査No.420「環境不動産の今後の展望」より

木材利用が評価される（されうる）項目の例建築物の評価・認証制度等

建築物の新築に係る評価において、地域性への配慮の観点から地域産材の

使用や、非再生資源の使用量削減の観点から持続可能な森林から産出され

た木材の使用が加点評価されている。

建築物の環境性能を環境品質と環境負荷低減

性の観点から評価し、格付けする手法。また、こ

れに基づく第三者機関による認証。

【運営主体】

(一財)住宅・建築SDGs推進センター及び

(一社)日本サステナブル建築協会

建築環境総合

性能評価システム

（CASBEE）

木材利用に関し、主に以下の項目が加点評価の対象とされている。

• 単位面積当たりの木材利用量が一定の値以上の場合

（延床面積当たりの木材利用量0.01m3 /m2以上）

• 木質材料の活用によって断熱性向上に寄与している場合

• 木造建物の⻑寿命化に向けた維持保全の取組を実施している場合

• 地域産材等を活用している場合

• 木質材料特有の取組を含む⻑期修繕計画を策定している場合 他

環境・社会への配慮がなされた不動産とその不

動産を所有・運営する事業者を支援するため、

不動産のサステナビリティを評価し認証する制

度。

【運営主体】

(株)日本政策投資銀行（DBJ）及び(一財)日本

不動産研究所

DBJ Green 

Building認証

建築物の設計と建設に係る評価において、責任ある材料調達の観点から森

林管理協議会（FSC）による認証材等の使用が加点評価されている。また、

木材利用を直接評価するものではないが、建築物のライフサイクルでの環境

負荷削減や、環境製品宣言（EPD）を取得又はライフサイクルアセスメント

（LCA）を実施した製品の使用という観点において、他資材と比べて製造時

のCO2排出量が少ない木材製品を使用することが加点評価に貢献しうる。

建築や都市の環境に関する環境性能評価・認証

制度。

【運営主体】

U.S. Green Building Council（USGBC）

LEED

木材利用に関しては、直接評価されていないものの、不動産評価において、

建築資材の環境や健康に関する属性の考慮という観点から、EPDを取得し

た製品、地域産材、第三者に認証された木材製品等の使用を求めることが

評価されているほか、入居者の健康とウェルビーイングを考慮した設計の観

点から、内装木質化も対象となりうるバイオフィリックデザインが加点評価

されている。また、加点対象ではないが、建築物のLCAの実施も評価項目に

含まれている。

不動産分野（不動産、インフラ）の企業における

ESG配慮に関し、企業の設問への回答に基づき

ベンチマーク評価を行う取組。

【運営主体】

GRESB Foundation及び GRESB BV

GRESB

（参考）木材利用促進に関連する仕組みや制度等
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内装木質化による、心理面の効果（リラックス・癒やし効果やモチベーション・積極性を高める効果等）や、身体面・衛

生面の効果（疲労感の緩和や安全性を高める効果等）が文献等で明らかとなっており、これらは当該要素に貢献する

ものと考えられるため。

木材を使うことによる効用① （心理面、身体面・衛生面の効果）

木材利用促進に関連する仕組みや制度等

日本住宅・木材技術センター 「内装木質化した建物事例とその効果 ｰ建物の内装木質化のすすめ」より

地域の森林資源を地産地加工で活用することにより、地域の雇用誘発や他地域への資金流出が抑えられるといっ

た経済効果や、輸送等のエネルギーの削減にも繋がります。

木材を使うことによる効用② （経済面、環境面、社会面）

日本住宅・木材技術センター 「内装木質化した建物事例とその効果 ｰ建物の内装木質化のすすめ」より

（参考）木材利用促進に関連する仕組みや制度等
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これまで木造によることが少なかった中大規模建築についても、本格的な利用期を迎えた森林資源の活用や、地球

環境への配慮、木のもたらす健康効果、優れた施工性等のメリットを生かした木造化のニーズが高まっています。そ

のため、中大規模木造建築に取り組みやすい環境整備を目的として、設計者向けに中大規模木造建築に関する各種

の設計技術情報を一元的に提供する「中大規模木造建築ポータルサイト」が、（公財）日本住宅・木材技術センターに

よって運営されています。

https://mokuzouportal.jp/index.html

木造化に関する技術・情報集約サイト

このほかにも、様々な中大規模木造建築物の事例やそれらに用いられた各種の木質部材及びそれらに関する技術

者等の情報を一元的に提供する「中大規模木造建築データベース」があります。 【66ページ参照】

https://www.daimoku.jp/

「もりんく」は、川上から川中・川下まで、木材の生産・流通・加工・建築に携わる事業者のための、需給情報の共有や

マッチングを支援する情報プラットフォームです。自社のニーズに合ったJAS製品等を取り扱っている事業者を探す

ことや、自社商品等の情報を発信し、連携可能な事業者を探すことができます。

また、JAS認証工場の認証情報についても位置図や製品から検索できます。

「もりんく」木材関連事業者マッチング支援システム

➊ 「もりんく」トップページの「JAS

認証 工場詳細検索」をクリック！

➋ 「地域」、「JAS認証区分」から検

索

「もりんく」ページはこちら

https://molink.jp/

➌ 地図上に工場の位置が表示

該当の工場名、工場数などを表示

ピンをクリックすると工

場名を表示

さらに工場名をクリック

すると認証情報などの

情報を表示！

（参考）木材利用促進に関連する仕組みや制度等



66

（公財）日本住宅・木材技術センターは、中大規模建築物等の木造化、木質化の促進による木材利用の一層の拡大を

目的として、様々な中大規模木造建築物の事例やそれらに用いられた各種の木質部材及びそれらに関する技術者等

の情報を一元的に提供するデータベースとして公表しています。

このデータベースでは、調べたい中大規模木造建築について、地図情報から検索し、地図上で建築物を選択するこ

とで、建築物の位置情報のほか、写真や詳細データを表示することができます。このデータベースと高層木造ビル事

例集の情報をリンクさせ、高層木造ビルの所在地や詳細情報を手軽に入手することが可能となりました。

「中大規模木造建築データベース」について

https://www.daimoku.jp/

データベースはこちらを確認

➍使⽤した⽊質部材などの情報を⼊⼿することが可能

➋ ピンのクリックや検索機能から⾒たい情報を検索➊ 「地図から検索」をクリック

➌情報シートをクリック

（参考）木材利用促進に関連する仕組みや制度等



木材の利用の促進について

https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/

建築物の木造化・木質化に活用可能な補助事業・制度等一覧

https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/mokuzozigyou.html

建築物木材利用促進協定

https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/mokuri_kyoutei/index.html

都市（まち）の木造化推進法に基づく「建築物木材利用促進協定制度」の概要（ハンドブック）

https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/mokuri_kyoutei/attach/pdf/index-9.pdf

民間建築物等における木材利用促進に向けた協議会（ウッド・チェンジ協議会）

https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/wckyougikai.html

建築物での木材利用のすすめ（普及資料）

https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/zirei_sankou/wcn_wg_seika.html

建てるのなら、木造で（公益財団法人 日本住宅・木材技術センター）

https://www.howtec.or.jp/files/libs/3887/202109171115249251.pdf

科学的データによる木材・木造建築物のQ&A（林野庁）

https://www.rinya.maff.go.jp/j/mokusan/attach/pdf/handbook-24.pdf

健康によい、自然素材の木の家（協同組合 木の家の健康を研究する会）

https://www.kitokenko.com/ar02-2-1
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林野庁HPをはじめ、以下のウェブサイトにも木材利用に関する各種情報を掲載しています。

その他の関連情報

（参考）木材利用促進に関連する仕組みや制度等



お問い合わせ先

林野庁 林政部 木材利用課 民間施設木材利用促進班 電話：０３-６７４４-２６２６

この事例集は林野庁ホームページでもご覧頂けます。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/wckyougikai.html
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